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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 22,235 1.0 1,136 △56.8 1,140 △57.0 729 △59.8

2023年３月期第２四半期 22,025 － 2,629 － 2,650 － 1,812 －
(注) 包括利益 2024年３月期第２四半期 752百万円( △58.7％) 2023年３月期第２四半期 1,820百万円( －％)

※2022年３月期は決算期変更により13ヶ月となっておりますので、2023年３月期の対前期増減率については記載してお

りません。

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 61.46 61.02

2023年３月期第２四半期 153.46 152.65

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 20,198 12,979 63.7

2023年３月期 21,809 13,526 61.5
(参考) 自己資本 2024年３月期第２四半期 12,856百万円 2023年３月期 13,404百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 110.00 110.00

2024年３月期 － 0.00

2024年３月期(予想) － 120.00 120.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,705 △9.2 3,175 △58.3 3,177 △58.4 2,122 △62.8 178.83
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期２Ｑ 12,596,200株 2023年３月期 12,590,800株

② 期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 728,973株 2023年３月期 728,898株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 11,864,492株 2023年３月期２Ｑ 11,811,716株

(注)株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社
株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2024年３月期２Ｑ 0株、2023年
３月期２Ｑ 46,701株）。なお、当社は、株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の制度を導入しておりましたが、
2023年２月28日をもって本制度を終了しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用に当たっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

(四半期決算補足説明資料の入手方法)
四半期決算補足説明資料は、四半期決算説明会開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、社会経済活動の正常化や賃上げの加速などに伴い、外食や旅

行などのサービス消費が増加した一方で、電気料金の値上げやガソリン価格の高騰に加え、食料品を中心に物価上

昇が続いていることなど依然として先行き不透明な状況が続いておりました。

また、世界経済は、資源価格の高騰と供給面での制約及びそれらに端を発したインフレの進行は鈍化してきたも

ののウクライナ情勢や極端な気象関連事象などにより再燃する可能性も考えられることから、引き続き欧米諸国を

中心とした世界的な金融引き締め政策による景気減速が懸念される他、中国の地方政府債務問題や不動産不況など

による景気減速が懸念されるなど依然として不透明な状況でありました。

そのような状況下、我が国人材サービス業界を取り巻く環境は、引き続き、個人消費の緩やかな回復及びサービ

ス業を中心に企業収益が好調に推移したことを背景に雇用拡大意欲が旺盛であったことから、宿泊業、飲食サービ

ス業を中心に新規求人が増加している状況でありました。

このような経営環境の中、当社グループは、主力のＢＰＯ関連事業については、マイナンバー交付施策案件や法

改正対応関連案件及び給付金支給関連案件を中心に地方自治体ＢＰＯ請負案件の受注拡大を図るべく、「プロポー

ザル競争入札」（企画競争方式）を念頭に企画提案に重きを置いた営業活動を推進してまいりました。しかし、マ

イナンバー交付施策案件については、案件の発注規模が想定を大きく下回った他、法改正対応関連案件につきまし

ては、業務開始が当期見込めなくなったことにより、想定していた受注高を実現できませんでした。更に地方自治

体ＢＰＯ請負案件の一部において、入札価格にて受託事業者を選定する「一般競争入札」（価格競争方式）が採用

され入札価格が劣後して落札できなかったなどにより、想定していた受注高を実現できませんでした。一方、製造

系人材サービス事業においては、個人消費の回復に伴い、食品加工部門での受注高が引き続き好調に推移したこと

などから、当第２四半期連結累計期間の経営成績について売上高は、前年同期比209,947千円増(1.0％増)の

22,235,024千円となりました。

また、利益面では、主力であるＢＰＯ関連事業において想定していた受注高が実現できなかったことや「一般競

争入札」（価格競争方式）などで受注した案件の収益率が想定を下回ったことなどに加え、競争力強化を図るため

の人員増強や業務処理システムの開発などを実施したことなどの結果、営業利益は前年同期比1,492,629千円減

(56.8％減)の1,136,420千円、経常利益は、前年同期比1,509,624千円減(57.0％減)の1,140,640千円、親会社株主に

帰属する四半期純利益は、前年同期比1,083,468千円減(59.8％減)の729,189千円となりました。

なお、従来、事務系人材サービス事業・製造系人材サービス事業・営業系人材サービス事業・その他で開示して

いましたセグメント情報につきましては、第１四半期連結会計期間の期首より、営業系人材サービス事業を事務系

人材サービス事業のＢＰＯ関連事業部門に統合することといたしましたので、事務系人材サービス事業・製造系人

材サービス事業・その他で開示しております。この変更に伴い、前年同四半期連結累計期間の数値を変更後の区分

に組み替えた数値で記載・比較しております。

（事務系人材サービス事業）

当事業のうち、ＢＰＯ関連事業部門は、マイナンバー交付施策案件については、前年同期比では堅調に推移し

たものの案件の発注規模が想定を大きく下回り、受注を見込んでいました法改正対応関連案件につきましては業

務開始が当期見込めなくなったことにより、想定した受注高を確保できませんでした。更に「プロポーザル競争

入札」（企画競争方式）を想定していた経済対策関連案件を含めた一部の新規案件において「一般競争入札」

（価格競争方式）が採用されたことに伴い、想定した案件受注が実現できなかったことや応札者が増加したこと

により、落札した案件の受注価格の低廉化傾向が見られた他、大手ＢＰＯ事業者からの大型請負案件の縮小など

により、想定していた受注高を実現することができませんでした。ＣＲＭ関連事業部門は、首都圏における大型

新規案件を始め仙台、福岡などの地方支店において既存取引先からの受注が堅調に推移しましたが、想定してい

た受注高の増加には至りませんでした。一般事務事業部門は、地方自治体を中心に新規取引先開拓を推進したも

のの地方自治体及び金融機関向け既存派遣案件の規模縮小などがあったことなどから、当第２四半期連結累計期

間における当事業の売上高は前年同期比287,684千円減(1.5％減)の18,999,130千円となりました。また、利益面

では、ＢＰＯ関連事業において想定していた受注高が実現できなかったことや受注したＢＰＯ請負案件の収益率

が想定を下回ったことに加え、今後の業務多様化やＢＰＯ関連事業の地方展開に対応する他、「一般競争入札」

（価格競争方式）案件への競争力強化並びに体制強化を図るため、人員増加や業務処理システムの開発などを実

施したことなどから、営業利益は1,468,757千円減(58.8％減)の1,027,681千円となりました。
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①ＢＰＯ関連事業部門

当事業部門は、地方自治体からのマイナンバー交付施策案件及び新規業務のＢＰＯ請負案件の受注は前年同

期比では、堅調に推移したものの発注規模の縮小や実施時期が延期になった他、「プロポーザル競争入札」

（企画競争方式）を想定していた経済対策関連案件など多くの新規案件において「一般競争入札」（価格競争

方式）が採用されたことによる失注や大手ＢＰＯ事業者等から前年度に受注した案件が規模縮小や終了したこ

となどから、当第２四半期連結累計期間における当事業部門の売上高は前年同期比285,424千円減(2.0％減)の

14,157,585千円となりました。

②ＣＲＭ関連事業部門

当事業部門は、首都圏において既存取引先から大型コールセンター業務派遣案件を受注した他、新規取引先

であるＢＰＯ事業者から公共関連業務派遣案件が受注できたことや金融機関からの受注が堅調に推移したこと

などに加え、仙台、福岡を中心に地方支店においてもインターネット関連サービス企業やテレマーケティング

事業者などからの通信販売及び金融関連案件などの案件受注が前年同期比堅調に推移したことなどから、当第

２四半期連結累計期間における当事業部門の売上高は前年同期比173,920千円増(8.2％増)の2,293,083千円と

なりました。

③一般事務事業部門

当事業部門は、マイナンバー関連案件、福岡、沖縄などの地方支店において大手ＢＰＯ事業者からの受注が

堅調に推移したものの前年度に受注した地方自治体向けのスポット案件や金融機関向け既存案件の規模縮小な

どがあったことなどから、当第２四半期連結累計期間における当事業部門の売上高は前年同期比176,180千円

減(6.5％減)の2,548,462千円となりました。

（製造系人材サービス事業）

当事業は、食品加工部門において、総菜、菓子、冷凍食品を中心に新規取引先の開拓や既存取引先の受注量が

好調に推移したことに加え、製造加工部門においても各営業拠点で既存取引先の取引拡大を積極的に推進した結

果、輸送機製造、住宅設備製造、機械製造などの受注量が増加したことなどから、当第２四半期連結累計期間に

おける当事業部門の売上高は前年同期比503,533千円増(19.5％増)の3,092,135千円となりました。また、利益面

では、今後の業容拡大を図るため、人員の採用と登録スタッフ数の増加について積極的に取り組んだことから、

人件費及び登録者募集費が増加したことなどにより営業利益は前年同期比29,303千円減(24.9％減)の88,189千円

となりました。

（その他）

当事業は、株式会社ジャパン・ビジネス・サービスの子会社である東京自動車管理株式会社における「自動車

管理事業」であり、当第２四半期連結累計期間における当事業部門の売上高は、前年同期比5,901千円減(3.9％

減)の143,758千円となり、営業利益は、販売費及び一般管理費の削減に努めましたことから、前年同期比5,431千

円増(35.9％増)の20,549千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は20,198,675千円となり、前連結会計年度末に比べ1,611,015千

円の減少となりました。その主な要因は、現金及び預金が5,468,365千円増加したものの、受取手形、売掛金及び

契約資産が7,257,583千円減少したことによるものであります。

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は7,218,962千円となり、前連結会計年度末に比べ1,064,049千

円の減少となりました。その主な要因は、未払消費税等や未払費用を含むその他の流動負債が790,960千円増加し

たものの、未払法人税等が1,069,517千円、未払金が695,605千円減少したことによるものであります。

（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は12,979,712千円となり、前連結会計年度末に比べ546,965千

円の減少となりました。その主な要因は、利益剰余金が575,619千円（親会社株主に帰属する四半期純利益により

729,189千円増加し、配当金の支払いにより1,304,809千円減少）減少したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前連結会計年

度末に比べ5,468,365千円増加して、10,566,312千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシ

ュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、獲得した資金は7,367,146千円（前年同期は921,589千円の獲得）となりました。

その主な要因は、法人税等の支払で1,307,422千円減、未払金の減少で651,212千円減、未払消費税等の減少で

292,198千円減となったものの、売上債権及び契約資産の減少で7,257,583千円増、税金等調整前四半期純利益が

1,140,640千円となったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は435,043千円（前年同期は80,344千円の使用）となりました。

その主な要因は、敷金及び保証金の回収による収入が56,709千円あったものの、有形固定資産及び無形固定資

産の取得による支出が344,317千円、投資有価証券の取得による支出が101,482千円あったことによるものであり

ます。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は1,463,737千円（前年同期は656,015千円の使用）となりました。

その主な要因は、配当金の支払が1,303,136千円、長期借入金の返済による支出が145,040千円あったことによ

るものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年3月期通期の業績予想につきましては、本・決算短信のサマリー情報並びに2023年11月２日に公表しました

「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載のとおりです。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,097,947 10,566,312

受取手形、売掛金及び契約資産 14,668,409 7,410,825

棚卸資産 9,793 6,963

その他 507,459 397,957

貸倒引当金 △4,091 △2,127

流動資産合計 20,279,517 18,379,930

固定資産

有形固定資産 299,843 374,624

無形固定資産 107,311 310,751

投資その他の資産 1,123,016 1,133,367

固定資産合計 1,530,172 1,818,744

資産合計 21,809,690 20,198,675

負債の部

流動負債

短期借入金 36,000 36,000

1年内償還予定の社債 30,000 25,000

1年内返済予定の長期借入金 286,704 281,700

未払金 3,682,745 2,987,140

未払法人税等 1,379,821 310,304

賞与引当金 313,016 315,366

資産除去債務 21,310 -

その他 1,705,688 2,496,649

流動負債合計 7,455,286 6,452,159

固定負債

社債 20,000 10,000

長期借入金 693,036 553,000

退職給付に係る負債 937 577

資産除去債務 77,410 150,355

その他 36,341 52,869

固定負債合計 827,725 766,802

負債合計 8,283,011 7,218,962

純資産の部

株主資本

資本金 400,567 405,967

資本剰余金 241,861 247,261

利益剰余金 13,188,505 12,612,886

自己株式 △443,448 △443,661

株主資本合計 13,387,485 12,822,453

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,107 34,323

その他の包括利益累計額合計 17,107 34,323

新株予約権 58,248 53,342

非支配株主持分 63,836 69,593

純資産合計 13,526,678 12,979,712

負債純資産合計 21,809,690 20,198,675
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 22,025,077 22,235,024

売上原価 16,867,218 17,946,587

売上総利益 5,157,859 4,288,437

販売費及び一般管理費 2,528,808 3,152,016

営業利益 2,629,050 1,136,420

営業外収益

受取利息 34 101

受取配当金 656 688

助成金収入 8,886 4,555

受取和解金 13,271 -

移転補償金 - 4,990

その他 521 2,477

営業外収益合計 23,371 12,813

営業外費用

支払利息 1,962 2,568

ESOP信託終了損 - 5,541

その他 194 483

営業外費用合計 2,156 8,593

経常利益 2,650,265 1,140,640

税金等調整前四半期純利益 2,650,265 1,140,640

法人税、住民税及び事業税 739,487 278,157

法人税等調整額 89,874 127,536

法人税等合計 829,362 405,693

四半期純利益 1,820,902 734,946

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,244 5,756

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,812,658 729,189
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 1,820,902 734,946

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △259 17,216

その他の包括利益合計 △259 17,216

四半期包括利益 1,820,643 752,162

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,812,398 746,406

非支配株主に係る四半期包括利益 8,244 5,756
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,650,265 1,140,640

減価償却費 111,859 91,787

貸倒引当金の増減額（△は減少） △875 235

賞与引当金の増減額（△は減少） 51,732 2,349

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,492 △360

受注損失引当金の増減額（△は減少） △117,249 -

株式給付引当金の増減額（△は減少） 642 -

受取利息及び受取配当金 △691 △790

支払利息 1,962 2,568

売上債権及び契約資産の増減額(△は増加) 658,807 7,257,583

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,430 2,830

前受金の増減額（△は減少） 3,026 795

未払金の増減額（△は減少） △701,877 △651,212

未払費用の増減額（△は減少） △415,436 △268,181

未払消費税等の増減額（△は減少） △560,688 △292,198

契約負債の増減額（△は減少） 397,894 932,774

その他 △72,539 448,852

小計 2,006,770 8,667,677

利息及び配当金の受取額 691 790

利息の支払額 △1,868 △2,335

法人税等の支払額 △1,084,003 △1,307,422

法人税等の還付額 - 8,438

営業活動によるキャッシュ・フロー 921,589 7,367,146

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △1,456 △101,482

有形固定資産の取得による支出 △39,306 △106,860

無形固定資産の取得による支出 △32,075 △237,457

資産除去債務の履行による支出 △2,428 △21,310

敷金及び保証金の差入による支出 △43,889 △24,642

敷金及び保証金の回収による収入 38,811 56,709

投資活動によるキャッシュ・フロー △80,344 △435,043

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △151,718 △145,040

社債の償還による支出 △15,000 △15,000

自己株式の取得による支出 - △212

配当金の支払額 △473,168 △1,303,136

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△15,962 -

その他 △166 △349

財務活動によるキャッシュ・フロー △656,015 △1,463,737

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 185,230 5,468,365

現金及び現金同等物の期首残高 7,031,627 5,097,947

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,216,857 10,566,312
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

事務系人材
サービス事業

製造系人材
サービス事業

計

売上高

　人材派遣 　10,369,852 　 2,583,694 　12,953,547 － 　12,953,547

請負 　 8,891,621 　 － 　 8,891,622 　 149,660 　 9,041,283

紹介予定派遣 　 988 　 － 　 988 － 　 988

人材紹介 　 24,350 　 4,907 　 29,258 　 － 　 29,258

顧客との契約から
生じる収益

19,286,814 2,588,602 21,875,416 149,660 22,025,077

外部顧客への売上高 19,286,814 2,588,602 21,875,416 149,660 22,025,077

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 19,286,814 2,588,602 21,875,416 149,660 22,025,077

セグメント利益 2,496,439 117,492 2,613,931 15,118 2,629,050

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、東京自動車管理株式会社にお

ける自動車管理事業であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日　至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
　（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

事務系人材
サービス事業

製造系人材
サービス事業

計

売上高

　人材派遣 9,087,854 3,080,911 12,168,766 － 12,168,766

請負 9,865,517 － 9,865,517 143,758 10,009,275

紹介予定派遣 16,429 2,956 19,385 － 19,385

人材紹介 29,330 8,267 37,597 － 37,597

顧客との契約から
生じる収益

18,999,130 3,092,135 22,091,266 143,758 22,235,024

外部顧客への売上高 18,999,130 3,092,135 22,091,266 143,758 22,235,024

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 18,999,130 3,092,135 22,091,266 143,758 22,235,024

セグメント利益 1,027,681 88,189 1,115,871 20,549 1,136,420

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、東京自動車管理株式会社にお

ける自動車管理事業であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項
第１四半期連結会計期間より、当社グループの事業内容及び経営実態に関する情報をより適切に開示する

ため、事業セグメントの区分方法を見直し、従来の「営業系人材サービス事業」を「事務系人材サービス事

業」と統合いたしました。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載

しております。

　


